
水道事業は、水道水を安定して供給するため、皆様からの料金等により運営されていま
す。今回の水道料金改定は、生活に不可欠な水道事業を将来にわたって持続していくた
めに必要なご負担をお願いするものです。
※沼津市水道事業は、清水町全域を給水区域としています。

①料金改定、パンフレットについて
沼津市水道総務課 055-934-4862
suido-so@city.numazu.lg.jp

②�新旧の水道料金について
沼津市水道サービス課 055-934-4853
suido-sa@city.numazu.lg.jp

③水道工事の予定等について
沼津市上水道工務課 055-934-4857
jousui-ko@city.numazu.lg.jp

④下水道の計画や工事の予定等について
清水町都市計画課 055-981-8222
gesui@town.shizuoka-shimizu.lg.jp



水道料金改定の背景
●水道料金で支えられている
　地方公営企業である水道事業は、「独立採算制」
が原則となっており、安定的に水道水を供給する
ための経費は、皆様からの水道料金で賄われてい
ます。
●厳しい経営状況
　これまでも、収入確保策や支出削減策などの経
営努力に取り組んでいますが、人口減少や節水意
識の浸透等により収入が減少傾向にある中、特に
令和３年度後半から電気料金が高騰したことによ
り、急激に経営が悪化しました。
　今後、老朽化対策等を計画的に行う必要があり
ますが、そのための建設改良費を確保できず、着
実な施設整備への影響が懸念される、大変厳しい
経営状況にあります。
●費用が収入を上回っている
　令和４年度において水道料金と費用の割合が、
初めて100％を下回り、水道料金で給水に係る
費用を賄えない状況となりました。
　主要な収入である水道料金が、日常の給水等に
係る費用を下回っており、バランスがとれていな
い状況です。

水道料金と費用のバランス 今後の建設改良工事等の見込み

●施設整備の必要性
　水道事業は、給水開始後、約70年が経過しま
した。
　今後も、安定的・持続的に、また災害発生時に
おいても被害を最小限にとどめたうえで、水をお
届けできるよう、老朽化が進む水道施設の計画的
な更新や耐震化を進めていく必要があります。
●今後の建設改良工事等の見込み
　大規模な施設が多いことに加え、地形や地質的
特性から、施設整備に莫大な費用と時間がかかり
ます。

配水池の耐震工事

●収入が減少傾向にある中、電気料金の高騰等により経営が悪化
●�経営改善に向けて収入の確保や支出削減等に取り組んでいますが、現在の水道
料金では費用を賄えない状況

●水道水を安定的に供給するためには、施設整備が必要

今後も安定的に事業を運営していくために主な収入である水道料金を改定
※今後も引き続き経営努力を行います。



　経営状況を踏まえた適正な料金体系等について、沼津市水道事業及び下水道事業経営審議会（※１）か
らの答申を踏まえ、改めて改定の内容を検討し、沼津市議会の議決を経て決定しました。
（使用者の負担に配慮して、２段階での改定となります。）

審議会から答申

水道料金改定までの経緯

( ※１)�沼津市水道事業及び下水道事業経営審議会は、沼津市長の諮問を受け、料金を含む経営全般について審議するため、H26年に
常設化された沼津市の附属機関です。

●令和６年７月からの改定が妥当
●水道料金＝平均改定率 39.5％
　・純利益の確保
　・給水収益が給水に係る費用を上回る
　・内部留保資金を確保
　・企業債残高の上昇をできるだけ抑制

使用者の負担に配慮し、
２段階で決定
令和６年７月

及び
令和７年１月

（平均改定率 35.9％）

経営状況を踏まえた適正な料金体
系等について審議会へ諮問

全５回の審議会で料金体
系等について審議

答申を受け、内容
を検討し条例案を
沼津市議会に上程

沼津市議会での議決を経て決定

令和６年７月分料金の計算例

水道料金

新料金
（10日間）

現料金
（51日間）

検針日
5/10

改定日
7/1

検針日
7/10７月検針

（5月検針期間）
現料金 使用日数　61日間（7月検針期間）

（９月検針期間）
新料金

現 料 金（２カ月分）
新 料 金（２カ月分）
算定金額（使用日数で按分）　

920円
1,140円

（3,220円×51日÷61日）

2,300円
2,760円

（3,900円×10日÷61日）

3,220円
3,900円
3,331円

…（A）
…（B）

＋
＋
＋

=
=
=

（460円×2カ月）

（570円×2カ月）

（A）の按分

（115円×20㎥）

（138円×20㎥）

（B）の按分

（口径２０mmで使用水量４０㎥/２カ月の場合）

（お支払額）

　水道の検針は２カ月ごと、奇数月に実施します。検針期間が改定日をまたぐ場合は、現料金で計算した
料金と新料金で計算した料金を使用日数で按分し、水道料金を算定します。

改定時期の料金計算方法



※使用水量10㎥／月までが基本料金で、11㎥から１㎥ごとに超過料金が加算されます。
※水道料金は、２カ月ごとに水道メーター検針を行い、2カ月分をまとめた金額で請求します。
※お使いの水道メーター口径は、検針時にお届けしている「使用水量等のお知らせ」(検針票)でご確認いただけます。

改定額比較表（１カ月あたり、税込み）

一般的な家庭（口径１３・２０・２５㎜）　１カ月あたりの現料金との比較

＜水道料金の改定内容＞
♦一般的な家庭の使用水量１カ月 20㎥では
　令和６年７月１日から　1,950 円（＋ 340 円）
　令和７年１月１日から　2,280 円（＋ 330 円）

利用する皆様への急激な負担の増加を緩和するために、
２段階で改定を行います。

用　途 口　径 現料金 新料金
令和６年７月から 令和７年１月から

一般用

基
本
料
金

１３㎜
４６０円 ５７０円 ６８０円２０㎜

２５㎜
３０㎜ １，４００円 １，７５０円 ２，１００円
４０㎜ ２，６００円 ３，２５０円 ３，９００円
５０㎜ ４，８００円 ５，９５０円 ７，１００円
７５㎜ １０，１００円 １２，５５０円 １５，０００円
１００㎜ １６，５００円 ２０，５００円 ２４，５００円
１５０㎜ ３９，３００円 ４８，８００円 ５８，３００円

超過料金（㎥） １１５円 １３８円 １６０円

公衆浴場用 基本料金 ２，１００円 ２，６００円 ３，１００円
超過料金（㎥） ４６円 ５５円 ６４円

船舶及び臨時用 １㎥ごと ３７６円 ４５５円 ５３３円

使用水量 現料金 新料金 （令和６年７月から） 新料金 （令和７年１月から）
１０㎥ ４６０円 ５７０円 （＋１１０円） ６８０円 （＋１１０円）
２０㎥ １，６１０円 １，９５０円 （＋３４０円） ２，２８０円 （＋３３０円）
３０㎥ ２，７６０円 ３，３３０円 （＋５７０円） ３，８８０円 （＋５５０円）
４０㎥ ３，９１０円 ４，７１０円 （＋８００円） ５，４８０円 （＋７７０円）
５０㎥ ５，０６０円 ６，０９０円 （＋１，０３０円） ７，０８０円 （＋９９０円）
６０㎥ ６，２１０円 ７，４７０円 （＋１，２６０円） ８，６８０円 （＋１，２１０円）


